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６
月
19
日
、
川
村
議
員
は

議
会
質
問
で
市
財
政
状
況
に

つ
い
て
質
問
。

水
野
市
長
が
所
信
表
明
や

市
長
選
挙
時
に
「
財
政
再
建
」

と
い
う
表
現
を
使
っ
て
い
ま

す
が
果
た
し
て
「
再
建
」
と

い
う
表
現
が
尾
張
旭
市
の
財

政
状
況
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現

な
の
か
？

こ
れ
に
は
市
長
自
ら
が

「
本
市
の
財
政
状
況
は
従
来

同
様
、
特
に
ご
心
配
い
た
だ

く
状
況
に
な
い
と
認
識
し
て

い
る
が
、
他
の
自
治
体
と
比

べ
れ
ば
と
い
う
前
提
が
つ
く
。

…
日
本
全
体
の
問
題
と
捉
え

て
、
あ
え
て
財
政
再
建
と
い

う
表
現
を
し
た
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

市
議
選
や
市
長
選
で
候
補

者
が
「
財
政
再
建
」
と
言
え

ば
、
市
の
財
政
に
不
安
が
あ

る
の
で
は
？
と
思
う
人
が
居

て
当
然
で
す
。
誤
解
を
生
ま

な
い
よ
う
に
、
発
言
に
注
意

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
軍
「
慰
安
婦
」
問
題

の
署
名
を
集
め
る
会
が
６
月

議
会
に
提
出
し
た
陳
情
書
は
、

７
月
２
日
の
本
会
議
で
可
否

同
数
。
議
長
裁
決
で
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

賛
成
討
論
に
大
島
議
員
、

続
い
て
反
対
討
論
に
山
下
議

員
、
賛
成
討
論
に
川
村
議
員
、

反
対
討
論
に
武
田
議
員
、
同

松
本
氏
の
順
で
討
論
が
あ
り

ま
し
た
。

討
論
の
順
序
は
反
対
討
論

を
先
に
行
う
の
が
通
例
で
す

が
、
山
下
議
員
は
賛
成
討
論

に
批
判
を
加
え
た
か
っ
た
の

か
？
討
論
通
告
を
行
わ
ず
議

会
ル
ー
ル
を
無
視
し
た
上
で
、

大
島
議
員
の
討
論
に
対
し

「
論
拠
が
少
な
く
情
緒
的
な

こ
と
が
多
か
っ
た
」
と
批
判
。

（
大
島
討
論
は
そ
の
よ
う
な

批
判
に
当
た
ら
な
い
内
容
で

し
た
。
）
情
緒
的
な
ど
と
言

い
た
い
が
た
め
の
ル
ー
ル
無

視
に
見
え
ま
す
。

山
下
議
員
の
討
論
を
受
け

て
急
遽
、
賛
成
討
論
に
立
っ

た
川
村
議
員
は
、
山
下
議
員

が
、
論
拠
が
少
な
い
と
し
た

事
に
関
し
て
、
中
曽
根
元
首

相
が
慰
安
所
の
設
置
に
関
与

し
て
い
た
と
い
う
新
た
な
資

料
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。

農
協
か
ら
提
出
さ
れ
た

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
陳
情
書
」
が
、
賛
成
多

数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

裏
面
の
表
を
見
て
い
た
だ

く
と
わ
か
り
ま
す
が
、
陳
情

の
タ
イ
ト
ル
に
は
、
は
っ
き

り
と
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反

対
」
（
表
１
番
上
）
と
あ
る

も
の
が
、
意
見
書
で
は
「
環

太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
対
応
に

関
す
る
意
見
書
」
（
表
下
か

ら
２
番
目
）
と
な
り
、
態
度

が
不
鮮
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
６
月
27
日
に
開
か

れ
た
各
派
代
表
者
会
で
、
意

見
書
の
文
案
整
理
を
行
っ
た

際
、
民
主
党
篠
田
議
員
が
、

長
久
手
市
で
採
択
さ
れ
た
意

見
書
を
持
ち
込
み
「
交
渉
参

加
反
対
」
の
文
言
を
取
り
除

く
よ
う
求
め
た
か
ら
で
す
。

篠
田
議
員
は
原
案
本
文
に

あ
る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
交
渉
参

加
は
行
わ
な
い
こ
と
」
も
長

久
手
同
様
に
変
更
を
求
め
ま

し
た
が
「
そ
れ
で
は
願
意
を

歪
め
る
こ
と
に
な
る
」
な
ど

と
武
田
議
員
（
保
守
系
）
よ

り
批
判
さ
れ
、
本
文
の
表
現

は
守
ら
れ
ま
し
た
。

長
久
手
市
が
ど
の
よ
う
な

整
理
で
、
意
見
書
案
を
変
更

し
た
か
は
不
明
で
す
が
、
篠

田
議
員
の
よ
う
な
態
度
は

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
」
の
意
見
を

骨
抜
き
に
し
た
上
で
、
地
域

で
農
協
関
係
者
と
顔
を
合
わ

せ
れ
ば
「
陳
情
に
賛
成
し
た

よ
う
な
顔
」
が
で
き
る
、
陳

情
者
を
愚
弄
す
る
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

意
見
書
第
２
号
「
愛
知
県

の
福
祉
医
療
制
度
の
充
実
を

求
め
る
意
見
書
」
が
全
員
の

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

川
村
議
員
が
各
会
派
を
回

り
意
見
書
提
出
を
呼
び
か
け

た
も
の
で
す
。

尾
張
旭
市
の
こ
ど
も
医
療

費
無
料
制
度
は
、
中
学
卒
業

ま
で
窓
口
負
担
が
無
料
に
な
っ

て
い
ま
す
。
愛
知
県
の
補
助

制
度
に
上
積
み
し
て
制
度
が

維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
は
こ
の
補
助
を
見
直
す

計
画
を
検
討
中
で
、
も
し
補

助
金
が
削
減
さ
れ
れ
ば
、
制

度
維
持
の
た
め
に
市
の
支
出

を
大
き
く
増
や
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

６
月
議
会
で
は
、
県
の
動

き
を
捉
え
、
こ
ど
も
医
療
費

の
無
料
制
度
存
続
を
望
む
立

場
か
ら
、
新
市
長
に
対
し
質

問
す
る
会
派
が
複
数
あ
り
ま

し
た
。
状
況
か
ら
意
見
書
提

出
の
可
能
性
が
が
あ
る
と
考

え
働
き
か
け
た
と
こ
ろ
合
意

が
得
ら
れ
た
も
の
で
す
。

県
補
助
削
減
の
影
響
は
、

こ
ど
も
、
ひ
と
り
親
、
障
が

い
者
、
高
齢
者
と
広
範
囲
に

渡
り
ま
す
。
市
議
会
で
力
を

合
わ
せ
県
を
改
め
さ
せ
た
い

こ
と
が
ら
で
す
。

7
月
2
日
、
６
月
議
会
本
会
議
（
最
終
日
）
が
開
か

れ
市
提
出
の
議
案
な
ど
６
件
が
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可

決
。陳

情
６
件
の
う
ち
３
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
陳
情

に
お
け
る
各
議
員
の
賛
否
は
裏
面
の
通
り
で
す
。
６
月

議
会
の
話
題
を
ま
と
め
ま
し
た
。

「
財
政
再
建
」
は

日
本
全
体
の
問
題

「
慰
安
婦
」
問
題
の

陳
情
が
可
否
同
数

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
の

意
見
書
が
可
決

骨
抜
き
は
か
る
民
主
党

こ
ど
も
の
医
療
費

無
料
制
度
を
守
ろ
う

川
村
議
員
の
提
案
み
の
る



賛否の分かれた議案などに対する各議員の態度

議案などの名称

６月議会

○：賛成 ×：反対

※議長は

採決に加わりません。

－○ ○ ○○ ○○ ○×○○ ○○○ ×○ ○○○
陳情第２号 TPP交渉参加反対に関する

意見書の提出を求める陳情書

－× × ×× ×× ×××× ××○ ×× ××○
陳情第６号の１ 最低賃金の引き上げ公契約条例

の制定など…（公共サービス・憲法関連）
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－× × ×× ×× ×○×× ××○ ×× ××○
陳情第５号 すべての高齢者に月3.3万円の年金支給

年金受給資格期間短縮するよう国への意見書提出を求める

－× × ×× ×× ×××× ××× ×× ××○
陳情第６号の２ 最低賃金の引き上げ公契約条例

の制定など…（教育関連）

－× × ×× ×× ×××× ××× ×× ××○
陳情第６号の３ 最低賃金の引き上げ公契約条例

の制定など…（産業・労働・エネルギー関連）

×× ○ ○○ ○× ×××× ○○○ ×○ ××○
陳情第７号 日本軍「慰安婦」問題に対して

政府に誠実な対応を求める陳情

－○ ○ ○○ ○○ ○×○○ ○○○ ×○ ○○○
意見書案第３号 環太平洋戦略的経済連携協定

（TPP）への対応に関する意見書

－○ ○ ○○ ○○ ×○○○ ○○○ ○○ ○○○
意見書案第４号 公的年金支給額削減に

反対する意見書

前
回
、
市
給
食
セ
ン
タ
ー

に
導
入
す
る
放
射
線
測
定

器
に
つ
い
て
、
計
測
し
た

数
値
を
、
市
が
１
０
０
Bq

未
満
は
公
表
し
な
い
。
と

し
て
い
た
問
題
で
、

市
は
、
計
測
さ
れ
た
数

値
を
公
表
す
る
意
向
を
川

村
議
員
に
口
頭
で
伝
え
ま

し
た
。
旭
民
報
で
報
道
直

後
の
週
末
（
６
月
17
日
）

の
こ
と
で
す
。
大
島
議
員

も
議
会
質
問
し
答
弁
も
得

ら
れ
ま
し
た
。

尾
張
旭
年
金
者
の
会
か

ら
３
つ
の
陳
情
が
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

２
つ
が
全
員
賛
成
に
よ
り

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た
の
は
「
年

金
２
．
５
％
の
削
減
を
や

め
る
よ
う
国
へ
の
意
見
書

提
出
を
求
め
る
陳
情
書
」
、

「
年
金
支
給
開
始
年
齢
の

引
き
上
げ
を
や
め
る
よ
う

国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求

め
る
陳
情
書
」
。

不
採
択
と
な
っ
た
の
は
、

上
の
表
で
２
つ
め
の
陳
情

第
５
号
「
す
べ
て
の
高
齢

者
に
月
額
３
．
３
万
円
の

年
金
を
支
給
し
、
年
金
受

給
資
格
期
間
を
短
縮
す
る

よ
う
国
へ
の
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情
書
」
で
す
。

表
の
１
番
下
に
あ
る
、

意
見
書
案
第
４
号
は
、
全

員
賛
成
し
た
陳
情
に
対
応

す
る
も
の
で
、
全
員
賛
成

で
な
け
れ
ば
変
で
す
が
、

な
ぜ
か
松
本
氏
が
反
対
。

議
会
事
務
局
に
よ
る
と
、

松
本
氏
か
ら
間
違
え
て
挙

手
し
な
か
っ
た
の
で
変
更

し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
が
、
通
り
ま

せ
ん
。

態
度
一
転

「
学
校
給
食
・
食
材
の
放
射

線
数
値
公
表
し
ま
す
」

尾
張
旭
年
金
者
の
会

提
出
の
２
陳
情
が
採
択

8月8日(水) 午後7時～ 市民会館にて

市議会全体で議会報告会が開催されます


